
水産業探険少年団第９回活動 日立市内の淡水魚について学ぼう！ 

日時：平成 24年 1２月８日（土） 午前８時５0分から午後１２時２0分まで 

場所：たかはら自然塾・高原地区生活改善センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高原地区生活改善センターに入ると、日

立市内の川などで捕れた魚の標本があり

ます。 

山口さんから標本を見せていただきなが

ら日立市内に生息する淡水魚について、

説明をいただきました。 

センターの内部はカジカの養殖ため

の水槽がたくさんあります。 

 たくさんの水を使いますが、裏山に

流れている沢から水を引いているのだ

そうです。 

ひとつの水槽には約 2,000 匹のカジカが

入っています。 

カジカの卵を見せてもらいました。 

虫眼鏡で見なければならないほど、

小さな卵でした。 



 

 

 

 

 

カジカの他にも、ヤマメを見せてもら

いました。 

このヤマメは、体に模様が無いヤマメ

です。高萩市の花貫川のある部分に

しかいない、非常に貴重なヤマメだそ

うです。 

写真を見ながら、川の魚たちが餌にしてい

る水生昆虫の話や、川の環境の話などを

伺いました。 

たかはら自然塾に移動して、スクリーン

の画面を見ながら、日立市内に生息す

る川魚や川の環境の講話をいただきま

した。 

日立市内の川には、たくさん種類の魚

が住んでいることが分かりました。 

最後に、お土産にいただいた、メダカ

の飼育方法について、お話をいただき

ました。 

 メダカの飼い方のポイントは、餌をあ

げすぎないこと、だそうです。 

 また、水をあまり変えないことも重要

なポイントだそうです。 

 雄雌の見分け方や、メダカといっても

たくさんの種類があることが分かりまし

た。 


